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決算ハイライト
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 機械受注平均単価︓79.0百万円 (2024年度︓71.0百万円/ 11%増)、477千EUR (同︓433千EUR / 10%増) MXに加え大型案件受注、値引き率低減が寄与

 連結受注額︓1-9月 (第3四半期累計) 3,819億円、前年同期(2024年1-9月)比同水準
7-9月 (第3四半期)  1,333億円、前年同四半期(2024年7-9月)比16%増、前四半期(2025年4-6月)比4%増

 2025年9月末 機械受注残 2,540億円 (2024年12月末︓2,180億円)

 MRO(メンテナンス・リペア・オーバーホール)、スペアパーツ、エンジニアリング受注額︓1-9月、928億円、前四半期比同水準。連結受注に占める構成比 24%
7-9月、330億円、前年同期比11%増、前四半期比12%増。構成比 25%

 2025年1-9月期実績︓売上収益 3,431億円 (前年同期比︓11.6%減)、EBIT 115億円 (同︓61.5%減) 、EBIT率 3.4% (前年同期︓7.7%)、
EAT 210億円 (前年同期︓6億円)、EAT率 6.1% ロシア⼯場収⽤に係る保険⾦受領

 年度業績予想修正︓売上収益 5,050億円 (前年度︓5,409億円)、EBIT 180億円 (同︓437億円)、EAT 220億円 (同︓77億円)
１株当り配当⾦ 105円 (同︓100円)

 グローバルで納期の乱れ︓
① 米国関税負担の交渉により、出荷遅延やお客様検収先延ばし発生
② 欧州製 新型CNC対応のため、納期の遅延が発生
③ 経済安全保障をめぐる環境変化により、特に欧州で輸出許可の審査期間が⻑期化



2025年度 第3四半期 (1-9月)決算概要
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増減
（%）

2025年⾒通し
(修正)2024年増減

（%）
2025年
1-9月

2024年
1-9月（億円）

+3.85,1504,960+0.13,8193,815連結受注
2,2502,1802,5402.490連結受注残

-6.65,0505,409-11.63,4313,880売上収益
-30.9520752-31.0365530EBITDA

10.3%13.9%10.6%13.6%EBITDA率
-58.8180437-61.5115300EBIT

3.6%8.1%3.4%7.7%EBIT率
5023142158継続事業からのEAT

169*-151169*-151非継続事業からの損益（ロシア製造会社関連）
2.9倍220772106EAT（親会社所有者帰属）

10510050501株当り配当⾦（円）*1-9月期は中間配当⾦

340315250230償却費(リース含む)
300438177250設備投資額
300314229223研究開発費

**149151.6148.2151.3USD/JPY
167164.0165.6164.4EUR/JPY

（1-9月） （年度）

*2024年第１四半期に、ロシアの製造⼦会社がロシア政府に収⽤されたことにより、一過性の連結除外損失91.8百万EUR (EUR/JPY=164.0換算で151億円) を認識。
9月にドイツ連邦政府より、ロシア⼯場の保険⾦（約102百万EUR）を受領

**10-12月期の想定レート
USD/JPY = 150
EUR/JPY = 170
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四半期業績推移
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四半期EBIT率

（億円） （億円）
3.6% (年度計画)

*2024年第１四半期にDMG MORI Precision Boring（旧・倉敷機械株式会社）を連結開始した際に発生した負ののれん計上を遡及修正しています。

E

MRO、
スペアパーツ、
エンジニアリング、
グループ会社他

受注残
からの売上

・ 第４四半期に売上集中。機械売上は、受注残で確保
・ 第３四半期の売上伸び悩み。受注は回復傾向も、売上寄与は来期以降

期中受注・
期中売上
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EBIT増減分析
2024年度第3四半期 vs. 2025年度第3四半期
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・ MXに加え大型機による粗利改善及びSG&Aコスト削減 継続
・ 売上減の影響大

増減FY2025.3QFY2024.3Q（億円）
-4483,4313,880売上収益

FY2024.3Q FY2025.3Q
為替レート : USD/円 151.3 148.2

EUR/円 164.4  165.6

（億円） 売上減

償却費等

粗利改善

MRO増員
給与改定

2024 3Q 2025 3Q

プラス要因 +72億円 マイナス要因 -257億円

300

SG&A
コスト削減



キャッシュ・フロー
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・ 第3四半期の営業フリーキャッシュフローは81億円の⿊字。ロシア⼯場収⽤に係る保険⾦受領額 169億円を計上
・ 年度営業フリーキャッシュフローは100億円を計画

202520242023

（億円）
FY
(E)

4Q
E3Q2Q1QFY4Q3Q2Q1QFY4Q3Q2Q1Q

-1551-38446336110-9495516315585193営業キャッシュフロー

362943711193810411047916511711285税引前四半期利益

8583813158578787426572686362償却費

-65-2-46-511814-1381-9199-71-102-17運転資本増減

-71-59-77-23514-20-138-90-137-21-56-23-37その他

96-60-51-382-117-96-64-106-367-59-96-101-111投資キャッシュフロー

10011781-9-896421914-158-11149256-39-50-18営業フリーキャッシュフロー
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64
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0
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2021 2022 2023 2024 2025E

年度営業フリーキャッシュフローの
推移および計画（億円）
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0.19 
0.26 

0.20 0.24 

1,188 1,108 1,108 1,108 

476 687 620 

1,664

・ 為替影響によるB/S増加額は210億円。
・ Net Debt/Equityレシオは0.27と低位水準を維持

ハイブリッド
資本

借入⾦
CB

FY2022

純有利⼦負債削減計画
1,795 1,900程度

(億円)

Net D/Eレシオ (除くハイブリッド資本）

0.0
7,976億円

545 622 

1,106 1,149 

900 948 

2,413 2,432 

1,900 
2,106 

667 
677 444 
338 

資産の部 負債・資本の部

短期⾦融資産

棚卸資産

営業債権

有形固定資産

のれん

無形資産

仕入債務

その他負債

AG株式買取債務

その他資産

2024年12月末 2024年12月末2025年9月末 2025年9月末

有利⼦負債

7,976億円 8,273億円 8,273億円

39.5%株主資本比率

純有利⼦負債 876億円

契約負債
(前受⾦)

株主資本

39.4%

620億円
期末日レート (EUR / JPY) 164.9 174.4

（内、ハイブリッド資本
︓1,108億円)

Net D/Eレシオ 0.20 0.27

1,728

FY2023 FY2024 FY2025E



2026年度⾒通し

IR CONFERENCE 2025/10/30 8

増減
（%）

2026年
⾒通し

2025年
⾒通し

2024年
実績（億円）

ー5,1504,960連結受注
ー2,2502,180連結受注残

+3.05,2005,0505,409売上収益
520752EBITDA

10.3%13.9%EBITDA率
180437EBIT
3.6%8.1%EBIT率

50231継続事業からのEAT
169-151非継続事業からの損益（ロシア製造会社関連）
22077EAT（親会社所有者帰属）

1051051001株当り配当⾦（円）

370340315償却費(リース含む)
300300438設備投資額
300300314研究開発費

145149151.6USD/JPY
165167164.0EUR/JPY

2,220 
1,960 2,040 

1,702 

1,550 1,540 

1,242 

1,260 1,320 

245 

280 
300 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2024A 2025E 2026E

5,409
5,050

5,200

MRO、
スペアパーツ・
エンジニアリング

グループ会社
他

期首受注残
からの売上

期中受注・
期中売上
＊括弧内は
機械本体売上に
占める割合

（億円）

(43.3%)

(44.2%)
(43.0%)

売上構成・ 連結受注額および各利益については、年度決算発表（2026年2月）に合わせて開示予定
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連結受注推移
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・第３四半期(7-9月）の連結受注額は、1,333億円と前年同四半期(2024年7-9月）比16.2%増。年度連結受注計画 5,150億円（YoY +3.8%）
・地域別では、EMEA需要が回復。業種別には、航空・宇宙、防衛関連、メディカル、エネルギー、⾦型向けが堅調

四半期 年度

(億円)

機械本体

MRO、
スペアパーツ、
エンジニアリング

グループ
会社他

エネルギー
事業

18.1Q 19.1Q 20.1Q 21.1Q 22.1Q 23.1Q 24.1Q 25.1Q 

EMEA: Europe excl. Germany, the Middle East and Africa
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EMO 2025振り返り︓欧州の市況感
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新NLX
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Main target

Gear shaft Screw shaft OCTG pipe
With Robo2Go MAX



MATRIS WPH
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Workpiece + Pallet Handling

変種変量⽣産に対応する
ワークハンドリングとパレットハンドリングを組み合わせた柔軟な自動化システム Pallet Hand

Workpiece Hand

引き出し式ストッカ
 素材/完成品貯蔵
 上部にパレット収納棚を配置

DMG MORI Automation Controller
ERGOlineX

ロボット

パレット収納棚

DMG MORI Automation Controller



新ULTRASONIC 60 Precision // ⼯場拡張
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ULTRASONIC 60 Precision ULTRASONIC工場(シュティップスハウゼン)の拡張︓⽣産能⼒ +30%

+ 摺動面の改善による精度向上
+ スマート・クーリングで完璧な熱安定性を実現
+ ダイレクト・ドライブ搭載の5軸バージョン
+ Ø 600のワークに対応するため、加工スペースを拡大
+ 自動化に対応（PH 50、 PH 150、 PH Cellなど）
+ 床面積わずか7 m²で省スペース

+ 組⽴・物流エリアを1, 300㎡拡張
+ 最先端の研究開発センタと社員⽤レストランを新設、駐⾞場を追加石英リング

素材:石英ガラス
業種︓半導体

ウェーハチャック
素材︓炭化ケイ素
業種︓半導体

レーザ共振器
素材︓石英ガラス
業種︓半導体



X
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素材情報設定2

モデル取込み1

加⼯形状認識3

加⼯7

計測8

加⼯形状プレビュー4
⼯具・切削条件決定5

シミュレーション6

旋削〜割出5軸加⼯までのプログラム作成時間 ※従来当社機能比

素材情報設定2

モデル取込み1

加⼯形状認識3

加⼯7

計測8

加⼯形状プレビュー4
⼯具・切削条件決定5

シミュレーション6

80％減

Software-Defined Machine Tool (SDMT)



欧州事業環境⾒通し
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NTX 3000 | 3000 LASERTEC 30 SLM 3rd Gen.

衛星⽤タンクコーン

easycenterSET

ヘリコプター⽤シャフトギア
DMC 125 FD duoBLOCK μPrecision

CTX gamma 2000 TC
+ Robo2Go Max

ホッパー
推⼒室
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SAP S/4HANAはDMG MORIの5拠点で立ち上げ済み
（ポーランドは2027年、伊賀と奈良を含む主要工場は2030年までに展開予定）

ERPシステム拡大︓グローバルでDXを推進

SAP S/4HANAは販売会社

にもグローバル展開予定
（2028年 米国で開始）
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運⽤中
予定

1

586
ユーザー

37
ユーザー

2024 2024 202520232020 2020 2027

148
ユーザー

1,143
ユーザー

630
ユーザー

現段階の
合計ユーザー数
2,567人

23
ユーザー

450
ユーザー

DMG MORI AG1 STIPSHAUSEN5 7 PLESZEW6 SEEBACH4 PFRONTEN3 PINGHU2 BIELEFELD

10 DAVISNARA98 IGA 11 TIANJIN 12 BERGAMO NAGAOKA14TORTONA13



DMG MORIのTulip活⽤マップ

Tulip: グローバル・フロントライン・オペレーションとデジタル化を推進
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品質検査のデジタル化
機械仕様に合わせて

組み⽴て計画やデータ記録の改善

機械の予知保全
データをリアルタイムで収集、

機械停⽌を事前に防⽌、効率向上

24
拠点に展開済み

3100+
インターフェースが定期

使⽤中

1800+
のAppを定期起動

2200+
の定期ユーザー

DMG MORIのTulip活⽤による付加価値

クラウド・ベース、ノーコード、AIプラットフォーム

IDC、Gartner、Frost & Sullivan、ABIが認めた
MESカテゴリーのリーダ企業

2014年

米国MIT Media 
Labから独⽴して設⽴

本社&オフィス

ボストン、東京、シンガ
ポール、ミュンヘン等

社員数

300名以上

お客様数

800か所以上

世界App利⽤

毎月20,000以上

https://www.microsoft.com/en/customers/story/25456-dmg-mori-azure参照:
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取締役社⻑ 森1. 2025年度第3四半期(1-9月)決算概要、年度予想

取締役社⻑ 森2. 事業環境

3. DMG MORIのイニシアチブ
EMO2025実績
• ワールド・プレミア、自動化

• Software-Defined Machine Tools (SDMT) 
• 欧州事業環境⾒通し

DX︓新ERPの進捗、Tulip導入状況
サステナビリティ
• 「RE100」へ加盟
• オペレーター育成

次世代NLX開発室 日永、
執⾏役員 桂、執⾏役員 Diederich

取締役 Bader

上席理事 森
執⾏役員 Neun
専務執⾏役員 太田

サステナビリティ推進部 遊⻲
常務執⾏役員 波多野



国際的な環境イニシアティブ RE100へ加盟
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• 事業活動で使⽤する電⼒を100％再エネへ
• 事業活動を通じて再エネ電源拡大へ貢献

22

2021年
SBTイニシアティブに
よる認定を取得

2025年
RE100へ加盟

2024年
ネットゼロ目標の
認定を取得

2035年
再エネ電⼒の割合
90%達成目標

2040年
再エネ電⼒の割合
100%達成目標

伊賀事業所

太陽光パネルや非化石証書の20年契約で、
⻑期安定的な再エネ電⼒を確保

フロンテン工場

RE100*国際NGOであるClimate Groupが主導するRE100は、100%再生可能電⼒の使⽤に取り組む世界で最も影響⼒のある企業を結集する世界的なイニシアチブ。

当社製品が生み出す付加価値 『創エネ・省エネへの貢献』



第20回切削加⼯ドリームコンテスト
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- 切削加⼯ドリームコンテストは、業界全体の技術・技能の交流と向上を目的として2004年より開催
- 作品応募総数52社64点

株式会社キャステム 様

メタルフェニックス

芸術造形加工部門

中部大学 様

デファレンシャルギヤ

アカデミック部門

静岡県⼯業技術研究所
浜松⼯業技術支援センター 様
Metal Rose

先端加工部門

ケーエスエス 株式会社 様

ミニチュア精密ボールねじ

産業部品加工部門

TOTO株式会社 様

超極細真鍮hair

試作・テスト加工部門

金 賞

受賞作品



第48回技能五輪国際大会 代表選手選考会
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職種

CTX 350 V4競技使用機種

CNC旋盤、CNCフライス盤職種

競技使用機種 NLX 2500 | 700 2nd Generation
NVX 5100 | 40 2nd Generation

DMG森精機 伊賀事業所
修理復旧技能研修センタ

EMO 2025
ハノーバー国際見本市会場

開催日開催日

CNC旋盤

2025年9月22日-26日2025年9月30日-10月2日

- DMG森精機 は 技能五輪国際大会 「CNC旋盤」 「CNCフライス盤」 職種 を支援
- 第48回技能五輪国際大会は2026年9月に中国・上海で開催



免責事項
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当資料には、当社の目標、計画などの将来に関する記述が含まれております。
これらの将来に関する記述は、
当社が現在入手している情報に基づく判断および仮定に基づいております。
今後の経営⽅針転換、外部要因の変化により、将来的に実際の業績と大きく異なる可能性があります。
なお、不確定性および変動可能性を有する要素は多数あり、以下のようなものが含まれます。

当グループが営業活動を⾏っている市場内における需要環境の変化
為替相場の変動
当グループが営業活動を⾏っている市場内における法律、規制及び政府政策の変更
タイムリーに新商品を開発し、市場に受け入れられるようにする当社の能⼒
当グループが営業活動を⾏っている市場内における政治的な不安定さ
独禁法や輸出管理規制等関連する法規制⼜はその所轄当局による運⽤の変更

当資料に掲載されている各企業様のロゴ・商標は、各企業様の所有物であり、商標権・著作権を尊重した上で、情報提供を目的として使⽤しております。


